弁護団交渉で２４ｈ支給が出た４人の話（浜松・鹿児島・徳島・沖縄）
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昭和６１年生まれ
障害名：頸髄損傷
静岡県浜松市で介助者を２４時間利用して自立生活をしています。
自立生活センターこねくと所属

プロフィール
３歳で交通事故に遭い、右半身に少し麻痺があったが普通学校に通う
１１歳の時、左を向いたら倒れてしまい病院に入院、頸髄損傷になり車いす生活になる
平成１０年  浜松リハビリテーションセンター児童部に入所
            養護学校転校 小学部・中学部に通う
平成１５年  退所して静岡医療福祉センター入所
[bookmark: _GoBack]養護学校 高等部に通う
平成１７年  退所して聖隷厚生園信生寮入所
平成２４年７月  地域移行支援支給決定
交渉経過
平成２５年１月  障害程度区分５→６に変更  地域移行支援更新
３月  24時間（744時間）重度訪問介護の申請を提出
５月  施設を退所し、自立生活開始  重度訪問介護504時間支給決定
                当初、24時間の支給が出ていなかった（504時間）
                １日16時間、8時間不足（介助料自費負担）
          ９月  生活保護の申請
                他人介護料で４時間分を賄い、残り４時間は介護事業所ボランティア
弁護団を加え交渉開始 面談・介護記録・介護動画等を用意
１０月  情報開示請求
平成２６年３月  支給決定変更申請を提出
４月  変更申請をしたが時間数504時間に変化なし
６月  静岡県知事に審査請求  支給決定取り消し求める
７月  不服審査請求提出
      変更申請から不服申請提出期限の60日が過ぎており、審査請求を却下された為
８月  情報開示請求  弁明書（浜松市）
９月  反論書提出  再弁明書（浜松市）
        １０月  再反論書提出
         不服審査請求意見陳述（静岡県）
  県が市に対し決定の取り消しを決める（裁決書）
１１月  静岡県で初24時間支給決定（744時間）
        6/1～11/30まで生活保護費用返還決定

自立生活開始と同時に自立生活センターこねくと（旧：自立生活センター濱松）の活動へ徐々に参加し、のち当事者スタッフとして活動
image1.jpeg




